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●新春のご挨拶・

新春のご挨拶

社団法人 愛知県浄化槽協会

会長 加藤 銳吉

明けましておめでとうございます。

皆様におかれましては、お健やかに初春をお迎えのこととお慶び申し上げます。

昨年は思いもよらず年末に衆議院の解散、総選挙となりまして師走は例年以上にご多忙で

あったと拝察申し上げます。

経済全体を見ましても、円高・デフレに改善は見られず、景気の低迷は国民生活に暗い影

を落としたままでありました。加えて外交問題にも懸念が感じられ、東日本大震災による被

災地の復興も未だ道半ばの状態であります。

新政権に期待するや大であります。

一方、浄化槽業界に目を転じますと、愛知県はその設置数においては全国でも有数の多さ

ですが、法定検査実施率においては未だ全国平均の半分にも満たない状況であります。

このため、愛知県においては『浄化槽法定検査受検率向上タスクフォース』を平成22年

9月に設置され受検率向上に向けた施策とその推進に係る事項の検討を進めるなどの努力を

傾注されております。

また、水質汚濁の原因が主に生活排水であると言われるようになってからすでに久しく、伊

勢湾・三河湾の水質改善のために第7次に及ぶ総量削減計画を今年度から実施されています。

こうしたことから、関係者一体となって生活雑排水を無処理で放流する単独処理浄化槽か

ら、合併処理浄化槽への転換や浄化槽法で義務付けられた法定検査を受けていただくように

啓発活動に尚一層の努力が求められております。

一方、当協会では公益法人制度が改正されたことに伴いこれまで新法人への移行に係る事

務等を進めてまいりましたが、今年の4月1日から一般社団法人愛知県浄化槽協会として新

たにスタートできることとなりました。

みずのとの年となる今年はこれまで以上に関係者と連携を図りながら当協会一丸となって

社会的責任と役割を果たし、浄化槽の普及促進や浄化槽の適正管理の推進等の浄化槽にかか

わる各種の事業の一層の推進を通じまして、水環境の保全と公衆衛生の向上を図って、健全

な水環境に配慮していくことに注力してまいる所存であります。

どうぞ関係各位におかれましても倍旧のご支援ご協力を賜りますようお願い申し上げます。

新年に当たり皆様方のますますのご繁栄と、ご健勝を心から祈念いたしましてご挨拶とさ

せていただきます。
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●新春のご挨拶,

新春を迎えて

愛知県知事

大村秀章

あけましておめでとうございます。

県民の皆様方におかれましては、希望に満ちた新年をお迎えのことと存じます。

昨年は、長期化する円高、中国等をめぐる対外環境の変調、東日本大震災からの復興、

エネルギー政策の転換など、国内外の様々な課題が山積する中、愛知が、日本のど真ん中

から国を支え、引っ張っていくとの決意のもと全力で県政運営に当たってまいりました。

今年は、さらに、明るい希望が持てる、活力と豊かさに満ちた愛知づくりに邁進してま

いりたいと思っております。

このため、世界と闘える愛知の実現に向け、昨年4月創設の産業空洞化対策減税基金を

活用した企業立地や研究開発に対する支援、基幹産業である自動車産業の競争力強化、航

空宇宙産業を始めとする次世代産業の育成・振興、そして、すそ野を支える中小企業の振

興など、日本一の産業力に一層の磨きをかける取組を積極的に推進してまいります。

また、観光や農林水産業についても、愛知の強み・特色を生かした更なる活性化を図る

とともに、道路等の社会基盤整備や東三河県庁を核とした地域振興などにも拍車をかけ、

愛知の総合力をさらに高めてまいります。

さらに、南海トラフ巨大地震を想定した地震防災対策の強化、交通事故死者数全国ワー

スト1位の返上に向けた交通安全対策、少子高齢社会に対応した医療・福祉の充実など、

県民の皆様の安心・安全なくらしの確保にも力を注ぐほか、次代を担う子どもたちの教育、

ものづくりを支える人材の育成など、元気な愛知の基盤となる「人づくり」にもしっかり

取り組みます。

さて、今年は国際芸術祭「あいちトリエンナーレ 2013」が開催されます。また翌年には、

「持続発展教育(ESD)に関するユネスコ世界会議」、「技能五輪全国大会・全国障害者技能

競技大会」の開催も控えています。しっかりと準備を進め、地域の活力を生み出す原動力

としてまいります。

引き続き、厳しい財政状況が続きますが、徹底した行財政改革を進めながら、愛知の更

なる発展に向けて全力で取り組んでまいりますので、県民の皆様の一層のご理解とご支援

をお願い申し上げます。

平成二十五年元旦
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●新春のご挨拶

自立した立場から
日本を牽引するナゴヤへ

名古屋市長

河村 たかし

あけましておめでとうございます。社団法人愛知県浄化槽協会の皆様には、健やかに新し

い年をお迎えのこととお慶び申し上げます。

昨年の衆議院選は、長く我が国に蔓延する閉塞感を打破するため、停滞・迷走する国政に

対し、地方から国を変えようと声があがった選挙となりました。地方分権・地域主権という

言葉が使われて久しくなりますが、交付税や補助金など、国からの財政的支援を受けないこ

とには地方自治体の運営が成り立たない中央集権的な構造を改め、自立した地域がその特色

を活かして全体を牽引する国のかたちが求められております。このような地方の声を国政へ

確実に反映していくためにも地方自治体の首長と国会議員の兼職を可能にする仕組みが必要

であると考えており、指定都市市長会において、この制度の検討を国に求めていくこととし

ております。

また、2027年に予定されているリニア中央新幹線開業は、この地域の活性化に向けた

絶好の機会であり、ストロー現象などの懸念を払拭し、世界に冠たるナゴヤ大都市圏として

大きく飛躍するための非常に重要なターニングポイントと考えています。そのためにも都市

の魅力により一層磨きをかけていかなければなりません。

名古屋市には、今年創祀1900年を迎える熱田神宮や、これと名古屋城をつなぐ堀川な

ど、数多くの歴史的・文化的資産があります。また世界の金シャチ横丁、金城ふ頭開発の推

進や名古屋城本丸御殿の復元など新たな魅力づくりに取り組んでおり、古来の魅力再発見を

併せて、活気とエンターテイメント性にあふれたまちづくりを進めます。今年2月には、「S

Lの聖地ナゴヤ」を目指す取り組みとして、あおなみ線における蒸気機関車の実験走行で、

27年ぶりにSLが名古屋を走ります。また5月には近世城郭御殿の最高傑作といわれた名

古屋城本丸御殿の玄関・表書院の公開を予定しております。

一方、個人・法人市民税では日本初の恒久減税である市民税5%減税や、子ども医療費助

成、ワンコインがん検診、任意予防接種の費用助成など「日本一の医療都市ナゴヤ」として

の取り組みを進めており、市民の皆様が住んでいることを自慢できるようなまちを目指して

まいります。

名古屋が我が国を牽引するエンジンとして今後とも発展していくことができるよう、全力

で取り組んでまいりたいと考えております。

本年もどうぞよろしくお願いいたします。

平成25年元旦
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●新春のご挨拶

新年のごあいさつ

豊田市長

太田稔彦

さわやかな平成25年の新春を迎え、市民の皆様とともに新しい年のまちづくりをスタ

ートできますことを謹んでお喜び申し上げます。

市長就任から10ヶ月余り、「子どもたちへつなぐ安心で活力と魅力あふれるまち豊田」

の実現に向けて市政に取り組んでまいりました。この間、市内各地域で多くの市民の皆様

と接する中で、あらためて本市の魅力や市民の皆様の活力を実感しました。本年も、これ

までの成果を大切にしながら、本市の3つの底力、「市民力」「地域力」 「企業力」を活かし

た、共働によるまちづくりを進めてまいります。

さて本市は、「人が輝き 環境にやさしく躍進するまち・とよた」を将来都市像にした

第7次豊田市総合計画を推進しており、本年は、平成25年度から平成29年度の5年間

の施策・事業を定める後期実践計画をスタートさせる年です。都市部と農山村地域の共生

により多様なライフスタイルが選択できる“暮らし満足都市”の創造や、低炭素な暮らし

と活発な産業の“環境先進都市”の加速、本市の特性を活かした“ものづくりの中枢都市

の進化、そして市民の生命を守る“安全・安心都市”の実現に重点的に取り組みながら、

環境の変化に迅速に対応できるスピード感を持ったまちづくりに取り組んでまいります。

国内外ともに激動の時代であり、本市を取り巻く社会経済情勢は依然として厳しい状況

が続くものと予想されます。こうした中にあっても、豊田市の未来に大きな希望を持って、

将来にわたって安心して暮らすことができる活力と魅力あふれるまちの実現に向け、前進

していきたいと考えています。

愛知県浄化槽協会の皆様には、市政への変わらぬご支援、ご協力を賜りますようお願い

申し上げるとともに、貴協会のますますのご発展と会員の皆様のご健勝をお祈り申し上げ、

新年のごあいさつといたします。

6.浄化槽あいち



●新春のご挨拶・

新年のご挨拶

愛知県建設部

建築担当局長 松井 宏夫

あけましておめでとうございます

愛知県浄化槽協会におかれましては、長年にわたり、浄化槽の適正な施工や技術の向上

などに努められ、県民の生活環境の向上に大きく貢献されてこられました。また、本県の

建築・住宅行政の推進にあたりましても格別のご支援・ご協力を賜っております。深く敬

意を表しますとともに、厚くお礼を申し上げます。

愛知県では、来年秋に「持続発展教育(ESD)に関するユネスコ世界会議」の開催も

控えており、県民の皆様方の環境に関する意識も非常に高くなってきております。

そうした中で、水環境の保全・再生につきましても、三河湾を取り巻く沿岸地域の県民

の皆様、NPO、市町村及び県が一体となり、県民参加の里海調査や、NPOなどの環境

活動の支援などさまざまな事業を行う「三河湾環境再生プロジェクト」を展開するなど積

極的に取り組んでいるところです。

貴協会並びに関係者の皆様には、ESDへのご支援をお願い申し上げると共に、浄化槽

の適正な設置管理を通して、水環境をこれまで以上に改善し、もって県民の健康及び環境

保全に寄与していただきますことを心から期待をしております。

また、建築・住宅行政を円滑に進めて行くためには、貴協会並びに会員の皆様方と県が

一体になった取り組みが必要になってまいりますので、今後とも一層のご支援、ご協力を

お願いいたします。

最後に貴協会のますますのご発展と、会員の皆様のご健勝を心からお祈り申し上げまし

て、わたくしからの新年のご挨拶といたします。
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●新春のご挨拶

新年の御挨拶

愛知県環境部長

西川洋二

皆様方におかれましては、健やかに新年をお迎えのこととお慶び申し上げます。

また、昨年中は、本県環境行政の推進に多大な御協力を頂き、厚く御礼申し上げます。

本県では、様々な環境施策を推進するとともに、2005年の愛知万博、2010年の生物多様

性条約第10回締約国会議(COP10) と国際的な成果を積み重ね、環境先進県づくりに積

極的に取り組んでまいりました。そして、昨年8月には、「持続発展教育(ESD)に関す

るユネスコ世界会議」が、2014年11月に本県名古屋市で開催されることが正式に決定し、

「未来を創るわたしを育むESD」をキャッチフレーズに、会議開催の機運の盛り上げに取

り組んでいるところでございます。

このESDは、持続可能な社会を創造していくことを目指すものであり、実現に向けては、

豊かな生命を育むとともに、現代社会を支える水環境の保全がますます重要なものとなって

まいります。

しかしながら、本県の公共用水域におきましては、河川の水質には改善傾向が見られるも

のの、海域では水質が改善するまでにはなかなか至っていない状況が続いております。こう

した水質汚濁の現在の主な原因は生活排水であり、この生活排水に多く含まれる汚れが河川

を通じて三河湾や伊勢湾という閉鎖的な海域に流れ込み、滞留してきた結果と思われます。

そこで、本県では、生活排水対策を水環境行政の主要な課題として位置づけ、下水道と同

等の水質浄化の効果を持ち、地域の健全な水循環の再生に大いに役立つ浄化槽の整備推進と

その適正な維持管理に取り組んできております。

貴協会及び会員の皆様方におかれましても、こうした本県の水環境行政の推進に、今後と

も一層の御支援と御協力を賜りますようよろしくお願い申し上げます。

年頭にあたり、貴協会の益々の御発展と会員の皆様方の御健勝を祈念いたしまして、新年

の御挨拶とさせていただきます。

平成二十五年元旦
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